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原 著

豚熱の抗体検査法としてのウイルス希釈法中和試験の 

確立と野外ワクチン免疫状況の評価
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要　　　　　約

豚熱の抗体検査は ELISAと血清希釈法中和試験（SNT）が用いられる．今回，SNTより抗体検出が高感度なウイル
ス希釈法中和試験（VDNT）を豚熱の抗体検査法として確立し，ELISAや SNT陰性検体中の豚熱ウイルス特異抗体の
検出を試みた．また岐阜県内農場のワクチン接種豚の抗体陽性率を ELISA，SNT及び VDNTを用い算出した．VDNT

で中和指数 1.1以上を抗体陽性と設定したところ，SNT陰性検体の 52.5％（114/217）が VDNT陽性となった．また
ELISAと SNTに VDNTの成績を加味しても抗体陽性率の傾向は変わらず，ワクチン接種日齢が早い群の抗体陽性率
が低い傾向があった．以上より，ELISAと SNTの従来法で農場の抗体獲得概要は把握できる一方，VDNTでより正確
な抗体陽性率を算出できることが明らかとなった．
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